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Kubernetes運用者が開発に入って見えた、
開発と運用をつなぐ基盤の価値

Cloud Operator Days Tokyo 2026
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経歴紹介

所属
NTTドコモビジネス
プラットフォームサービス本部
クラウド＆ネットワーク部

Before：インフラ・基盤構築
• Kubernetes / Linuxサーバ / ネットワークを中心

に基盤構築・技術検証を担当
• 他部署・企業とのPoC、商用化判断に向けた技術

評価に貢献
• カンファレンス登壇、特許検討などR&D寄りの業

務も経験

Now：商用サービスのAPI開発・運用
• クラウド＆ネットワーク部へ異動後、SDPF上で提

供されるセキュリティサービスであるFRA、FSG
の開発を担当

• API 開発および運用を担当
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異動する前の業務
クラウドと端末の間にあるエッジ基盤の構築・検証を担当し、配置、接続、遅延、閉域性、安定稼働といっ
た“基盤を成立させる観点”を主に見ていた。
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異動後の業務
現在は、SDPF上で提供されるセキュリティ系サービス（FRA/FSG）の機能開発を担当しています。基盤そのものの構築・検
証から、その上で動く商用サービスのAPI実装、試験、運用影響確認までを見る立場へ変わりました。

引用元:https://sdpf.ntt.com/services/fsg/connected-service/

赤枠部分が現在の担当領域。基盤そのも
のの構築・検証から、その上で動く商用
サービスの機能開発へ役割が移った。

要求・仕様の整理

OpenAPI / API仕様の確認

実装方針の検討

API実装

正常系試験 / 異常系試験

権限制御・監査ログ確認

デプロイ / 動作確認

運用影響確認（監視・通知・切り戻し）
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何が変わった？
Kubernetes基盤を見ていた立場から、商用サービス開発の視点へと変わった
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アプリ開発者として触ることで改めて分かった
Kubernetesの価値
実行基盤として見ていたKubernetesが、開発に入ると再現性・試しやすさ・流れの一貫性を支える土台として見えた

インフラ側で理解していた価値

実行基盤としての価値を発信

• コンテナを安定して配置できる

• Pod を増減しやすい

• デプロイや監視を標準化できる

• 基盤として安定運用しやすい

見えていたのは、
「クラスタをどう動かすか」だった

理解

↓
体感

Kubernete
sの価値が
“仕組み”か

ら
“開発体験”

へ
変わった

開発側で体感した価値

Kubernetesベースの
開発環境

必要な Pod を利用 CI/CD と
連携

環境差分を意識しにくい

ローカルだけで完結せず、
実行環境に近い形で確認できる

必要な構成をすぐ試せる

Pod や周辺コンポーネントを
前提に動作を確認しやすい

実装後の流れまで見える

テスト・デプロイまで含めて
変更の通り道を意識できる

強く意識せずに恩恵を受ける

毎回クラスタ操作をしなくても、
再現性と一貫性が支えられている

字面で理解していた価値を、アプリ開発者として初めて“体感”できた。
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Kubernetesがありがたかった理由①
インフラを毎回立ち上げなくても、開発者は“アプリを書くこと”に集中できる。Kubernetesはそのための前提条件を静かに
そろえてくれる。

開発者から見た価値
1 サーバを毎回用意しなくてよい

ローカルに個別の実行基盤を都度組まなくても、既に
用意された環境で開発を始められる。

2 実行環境が整っている

必要な設定・依存関係・接続先があらかじめそろって
おり、環境差分を意識しにくい。

3 Pod / Service / Ingress を強く
意識しなくてよい
開発者は詳細なクラスタ操作より、必要なアプリ動作
の確認に集中できる。

4 アプリ開発に集中できる

インフラの複雑さが裏側へ隠蔽されることで、実装・
試験・改善のサイクルが速くなる。

Kubernetesベースの開発環境
“複雑さを見せない”ことで開発体験を支える

コード実装 必要な Pod を利用 CI/CD

Kubernetes 
Platform

Pod / Service / Ingress / Config / 
Secret / Route

開発者は詳細を毎回操作しなくてもよい

Infra Complexity: Node / Network / LB / TLS / Deploy / Observe

差分を
減らす

操作を
隠す

Kubernetesの価値は“触ること”より、開発者が複雑さを意識せずに再現性と一貫性を得られることにあった。
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Kubernetesがありがたかった理由②

開発からリリースまでを同じ土台に乗せることが可能になる

同じ土台の上で流れる開発ライフサイクル

Kubernetesベースの共通土台

API仕様
確認

同じ土台で
確認

UnitTest

✓
同じ土台で

確認

シナリオ
実行

同じ土台で
確認

CI/CD

∞
同じ土台で

確認

デプロイ

↑
同じ流れで

反映

仕様確認 → テスト → シナリオ → CI/CD → デプロイ が
分断されにくい 同じ土台

だから
流れで見
える

開発者として感じたありがたさ

開発・試験・デプロイが共通の基盤上で
つながる

仕様確認が
浮かない

OpenAPIの確認が
実装前の作業で終わらない

確認の流れを
切り替えにくい

UnitTestやシナリオ実行が
同じ文脈で続いて見える

リリースまでの
通り道が見える
CI/CDやデプロイを

開発の外側に感じにくい

機能確認に
集中しやすい

環境ごとの差や手作業に
気を取られにくい

開発・試験・デプロイが共通の基盤上でつながることで、機能確認に集中できた。
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Kubernetesがありがたかった理由③

Kubernetesは運用に必要な仕組みが最初から標準化されている

Kubernetes primitives
開発者が直接作らなくてよかった「継続稼働の仕組み」

Cluster

Control Plane

desired state を維持

Deployment

ReplicaSet

Pod 1

ready

Pod 2

ready

Pod 3

ready

Service

Ingress

Readiness / 
Liveness

Probes

Logs / 
Metrics

requests / limits / 
scheduler

What changed for developers
「構築対象」だったものが、開発では“前提機能”に見えた

Self-healing Pod failure 時に自動で再作成される

障害復旧の土台を毎回実装しなく
てよい

Controlled 
rollout

Rolling update / rollback を標
準で持つ

変更を段階反映し、戻しやすい

Resource 
governance

requests / limits で資源消費を
制御

暴走しにくく、実行時の不安が減る

Observability 
hooks

probe / logs / metrics を接続
しやすい

状態確認と切り分けに入りやすい

Kubernetes は、アプリの外側に自己回復・段階反映・観測可能性を持つ “運用の制御プレーン” 
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Kubernetesを動かすだけでは見えなかった、商用品質
の論点
インフラからAPI開発へ横断したことで、商用サービスに必要な設計の本質が見えた
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“リリースできる形”とは何か

最初は、APIを実装して正常系が通れば前に進めると思っていた。しかし、商用サービスでは、“動く”ことと“出せる”ことは
別であり、その間には、仕様、異常系、権限、監査、運用影響、リリース導線といった運用設計があった。
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そこで見えたKubernetesの価値

インフラからAPI開発へ横断したことで、商用サービスに必要な設計の本質が見えた
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AI時代ほど、“出せる品質”を判断する力が問われる
AIが速くするのは実装。商用に出せる品質へつなぐのは、Kubernetes基盤と人の判断だ。
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まとめ
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ご清聴ありがとうございました

新谷 翔 /  N T Tドコモビジネス
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